





Plug Effect and Drivability of Open End Piles.
――Experilnental Study through A/1odel「rests_
by
?lasayoshi SHIMIzu and Keisuke IWANARI
Department Of Civil Engineering
(Received September l,1989)
A Part of the bearing capacity of open end piles is mobilized by the plug effect of
the soil in the interiOr of piles Recently,the technique in、vhich the soil in the interior
of a pile is removed has developed to improve the drivability of piles.This technique
can lower the bearing capacity of the open end piles The disturbance of the interior
sOtt is treated here as one of rnethods in M/hich the drivabilty c』n be imprOved Mttthout
lolvering the bearing capacity.
T、vo kinds of modei tests were perfomed i one is related to only he interior soil;
and another is related to rnore actual situation ln the former tests,the interior soil was
raised through a rigid platen i vertical and horizontai normal stresses in the interior
soil Mrere measured;and the effect of the disturbance on the stresses is discussed.In
the latter tests,a pile was forced into a model ground、vith or without the disturbance
of the interior soili and force―d splacement relations are compared between these two
cases
lt is shown that the bearing resistance can temporally be lowered by the disturbance
but it can be recovered with further displacement after the disturbance. As a
conclusion,the drivability can be raised without iowering the bearing capacity by the
use of the disturbance technique.































































実験装置 : 図 1に実験装置の概略図を示す。半径方向
上圧 σrをJll定するために小型土圧計を管壁面に高さz=
0.1、0.5、1,0、1.5×D(Dは管内径)に埋め込んている

















試験方法 : 押上げ板を速度lmm/minで押 し上げ、押 し
上げ量sと押上げ荷重Qを測定 した。必要に応 して鉛直







































物理的性質 賓露産 の砂 伏野産の砂
と粒子の比重 G合 2,70 2.67
最大粒径 (mm) 2 00 2.00
有効径 D。(mm) 0.21 0 21











で観乱 した (図6参照 )。
3.実験結果 と考案
3.1 押上げ実験




仕切 り板のある場合  仕切つ板のない場合
図6 押し込み実験における縄乱の方法
(a)   s(mm) (b)  s(mm)
(a)壁面に作用する   (b)鉛直土圧 σzの変化







げ量に対 して σrは管底部に近づくほど大 きいことがわ
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が (図7(a),(b)参照 )、 それが一層明瞭である。ま






































































式(3)より、 σrの変化は、摩擦力の変化 と対応 して
いる と考 え られ るので、図7(a)における各高さでの
σrのsに対する変化は、その高さでの摩擦力の稼動状
況を表わ していると見なすことができる。このような観


































































である。攪乱を行 った場合 と行わなかった場合を比較 し
ている。堀乱は7回(図中〇印で示す)行った。①～④
の攪乱は、管内砂表面か ら z=0(杭先端)まで行 った























































押 し込 み実 験 に お け る 縄 乱 の 効 果 (仕切 り板 な
し )
s(mm)
図 13 押 し込 み 実 験 に お け る 観 乱 の 効 果 (仕切 り板 あ
り )
4.結論
本研究は、開端杭の閉塞効果を期待 ししつ、施工性の向
上を追求するという立場から、管内とを排土せず擬乱す
るという方法を取 り上げ、その開塞効果への影響につい
て実験的に考案したものである。
押し上げ実験と押し込み実験を行った。押 し上げ実験
では、管内上の鉛直及び水平土圧を測定 した。両実験で
荷重と変位の関係に対する観乱の効果を考案 した。
押し上げ実験において測定 した土圧の変化か ら
①管壁の水平土圧は管底都ほど大きい。とくに押 し上げ
板直上ではビークがみられた。
②鉛直上圧も管底都ほど大きい。押上げ板直上では、押
し上げ荷重強さよりも大きくなる。
③鉛直土圧の鉛直方向の勾配は管底部程大きい。
等の知見を得た。
管内上薄層の要素における力の釣 り合いより、摩擦力
と応力の関係および応力が満たすべき条件を導き、上記
実験rdI具が妥当であることを示 した。また、管壁の摩擦
と水平土圧の関係から、
④押 し上げ量に拘 らず管底部ほど管壁の摩擦は大きい。
⑤押 し上げ荷重が極限に達するほど押 し上げ変位が十分
大きくなると、皆底部の摩擦は減少 し、それを補うよう
に管上方の摩擦が発揮される。
境乱の効果について、以下の知見を得た。
押 し上げ実験の結果か ら、
⑤押 し上げ荷重は、管内上の攪乱によって低下するが、
観乱後の再押 し上げによって回復する。観乱の範囲が大
きいとき、攪乱による低下量が大きく、回復速度が小さ
い。攪乱の範囲によっては、押 し上げ変位が十分大きく
なると押し上げ荷重に対するlX乱の影響が見られなくな
り、観乱を行 っても支持力が期待できることを示唆 して
いる。
O管底部の水平土圧は観乱によって低下 し、元の量に回
復しないが、上方では、攪乱前の値以上に大きくなる。
押 し込み実験から、
◎仕切 り板のない場合には、罷乱の影響が顕著である
が、仕切 り板のある場合には、観乱の影響が小さい。閉
窪効果が十分に発揮されている部分を攪乱 しなければ攪
乱の効果がない。
ここで明らかになったことを、従来の研究結果 と照合
し、閉塞効果 と攪乱の関係をさらに追求 しなければなら
ない。
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